
62 技能と技術

１．は じ め に

S曲げ施工については，従来から“カン”と“コ

ツ”により作業が進められてきた経緯がある。しか

し，法規（電気設備技術基準）に基づき，より正確

で，よりきれいな施工をするために理論的にデータ

として表示できないか考察してみた。以下に述べる。

２．金属管（合成樹脂管）のS曲げ直線長さ

（L）の求め方

図１，図２のように文字記号をつける。

技術解説 
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電気工事における電線管（金属管，合成
樹脂管）のS曲げ施工時のSの高さ（H），
S曲げの角度（θ），そしてパイプの直線
部分（L）の関係についての一考察

図１　パイプのS曲げ図

図２　パイプ径
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文字記号の説明

L：S曲げの直線長さ D：パイプの外径

H：S曲げの高さ R：曲げの半径

θ：S曲げの角度 R＝6D＋D/2

d：パイプの内径
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直線距離Lを求める一般式を下記に解析する。

図の文字記号を使用して，

y2は次式で求められる。

y2=（H+D）－（y1+y3）……②

次にy1，y3を求める。

y1=7D－7Dcosθ……③

y3=7D－6Dcosθ……④

③，④式を②式に代入して整理すると，

y2=H－13D（1－cosθ）……⑤

⑤式を①式に代入して整理すると，

となり直線部分Lが（θ），（H），（D）のパラメー

タで表される。

３．⑥式を使って各種のデータを求める

一般にS曲げ角度θは，20°≦θ≦45°がのぞまし

いといわれている。そこで，ここではθ＝30°のと

きのデタータを求める。

⑥式は次のようになる。

=2（H－1.742D）……⑦

⑦式を利用して１例を示すと，

L＝0なるデータ

0=2（H－1.742D）

故にH＝1.742Dとなる。

金属管　C-19 H＝1.742×19≒33

C-25 H＝1.742×25≒44

故に上記の高さを設定すれば，直線部分Lは（０）

となる。

次に⑦式を利用して各種パイプ（金属管，合成樹

脂管）について（H），（L）の関係をデータとして，

表１，表２，表３として添付する。

L H D1
sin30゜ ｛ －13 （1－cos30 ）゚｝＝ 

L H D1
sinθ ｛ －13 （1－cosθ）｝……⑥ ＝ 

L
y2
sinθ ＝ 

４．お わ り に

以上考察し，データを表示したが，（H），（θ），

（D）を変えることにより各種のデータが得られる。

また各種用途のパイプ，鋼材等の曲げ加工，そして

職業訓練の一助となれば幸甚に思います。
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表１　金属管（薄鋼）のS曲げ直線（L）の長さ

表２　金属管（厚鋼）のS曲げ直線（L）の長さ

表３　合成樹脂管のS曲げ直線（L）の長さ


